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令和 3年	 神奈川県議会本会議	 第 1回定例会	 厚生常任委員会	

	

令和 3年 2月 10 日	

亀井委員	

	 先行会派でも質問が出ましたが、クラスターの発生した施設として、福祉施

設は 75 施設、医療施設が 31 施設ということでした。	

	 先ほどの答弁では、福祉施設のほうがクラスターの発生数が多いため検査を

行う中で、医療施設は検査を実施しないのかという話もありました。母数が分

からないのですが、クラスター数は医療施設のほうが多いと思います。クラス

ター発生率を見ると、実は医療施設のほうが圧倒的に多いということになりま

せんか。	

健康医療局副局長	

	 母数で考えれば、福祉施設の数が圧倒的に多いと考えられます。しかし、病

院と診療所を含めて 7,000 件となるので、母数はどちらが多いか分かりません

が、医療機関は患者が来るところなので、新型コロナウイルス感染症の感染者

の方が来る可能性が一番高いところです。母数は分かりませんが、クラスター

の発生する確率は非常に高いと考えられます。	

亀井委員	

	 医療機関にも対応するべきだと思いますが、なぜ対象としないのですか。	

医療危機対策本部室長	

	 クラスター率で着目すると、医療機関は確かに高いですが、医療機関の場合

は、新型コロナウイルス感染症の患者を受け入れる病院、受け入れない病院に

かかわらず、自らの施設で検査も可能です。一方、福祉施設については、自ら

の検査は行えないので、そういったところを抑えるという考え方です。	

感染症対策担当課長	

	 補足して答弁します。今進めているワクチン接種についても、医療機関にお

ける従事者は、今年３月からの接種準備を進めています。	

亀井委員	

	 医療機関で複数回クラスターが発生したケースがあり、話を伺うと、原因は

分からないということでした。例えば、神奈川コロナクラスター対策チーム（Ｃ

－ＣＡＴ）が原因究明を行うのかもしれませんが、私が言いたいのは、福祉施

設も医療施設もリスクは同程度だと思います。医療機関は自分で検査をできる

ということですが、無症状者の方に関して検査を実施するレベルでは、リスク

の差は大きくないと思います。ぜひ、そのような視点で捉えていただきたいと

思います。	

	 先ほども述べましたが、医療機関で発生しているのに、原因が分からないの

です。福祉施設と同じようなレベルで考える必要があると思います。	

	 次に、令和３年３月に、今回のＰＣＲ検査を実施するということですが、３

月いっぱいまでに３回ということでよいですか。	

感染症対策担当課長	

	 おっしゃるとおりです。	
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亀井委員	

	 なぜ３月中にこだわるのでしょうか。４月以降になると、福祉施設の従業員

の方もワクチン接種の対象になるから、それまでにＰＣＲ検査を実施するとい

うことですか。	

医療危機対策本部室長	

	 まずは、緊急事態宣言の間に集中して行うということで、令和３年３月７日

までが緊急事態宣言期間中ですが、そこでは本当に１回できるかどうかになっ

てしまいます。新型コロナウイルス感染症の感染状況が落ち着いてきている状

況ですが、３月末まで状況が不明なところもあるので、感染状況を見て、延長

するかどうかという判断が必要だと考えています。	

	 また、予算上、年度末での区切りもあるという前提で、３月末としています。	

亀井委員	

	 ワクチンの有効性の話が一番の前提になると思いますが、今後もしっかりと

別の予算を立てて進めていくということで考えているのでしょうか。	

医療危機対策本部室長	

	 ワクチンの接種状況も加味する必要はあると思います。その上で、新型コロ

ナウイルス感染症の感染状況、また、変異株が出てきたので、その状況も踏ま

えて、施設内でのクラスターの可能性が依然高いということであれば、継続も

検討する必要があると思います。	

亀井委員	

	 基礎的な話になりますが、ＰＣＲ検査を行い、新型コロナウイルス感染症の

陽性者が出たら、積極的疫学調査ではなくて、集中検査に入るということでし

た。施設利用者、従業員、御家族もですが、施設の運営のことも考えると、利

用者の方々も利用制限がこれから出てくることも考え、これからの生活スタイ

ルをどのように考えていますか。従業員だけでなく、集中検査なので利用者の

検査も行います。利用者や従事者に新型コロナウイルス感染症の陽性者が出た

場合、今後どうしたらよいのかと御家族も心配だと思うので伺います。	

感染症対策担当課長	

	 利用者を含めて、新型コロナウイルス感染症の陽性者が出た場合、重症とい

うことであれば、しかるべき高度及び重点協力の医療機関に搬送されて、そち

らで治療を受けていただきます。軽症の場合は、ゾーニングなど、きちんとし

た措置を行った上で、その施設の中で、引き続き、療養していただくというケ

ースもあろうかと思います。	

亀井委員	

	 利用者の中にも、新型コロナウイルス感染症の陽性者が増えてきており、ほ

かの疾患がある方もいるので、そのような方々の生活スタイルも念頭に置いて

いただき、事情を考慮していただくことを要望して、私からの質問は終わりま

す。	


